
Hill's ALL Skin Barrier Seminar 2022/5/18

1

Vet Craft

江角真梨子スキンケアとフード

スキンケア

皮膚・被毛の衛生管理
恒常性の維持

→シャンプーや保湿

スキンケアの考え方

キューティクル・皮膚バリア機能
にダメージを与えない

毛髄
（メドュラ）

毛皮質
（コルテックス）

毛小皮
（キューティクル）

角質細胞

皮脂膜細胞間脂質天然保湿因子

皮膚や被毛にダメージを与えず
健康を維持をするためには？

①適切なシャンプー剤の選択

②刺激の少ない洗浄方法

①適切なシャンプー剤の選択

シャンプーの構成

水、ココイルグルタミン酸Na、ラウレス硫酸Na、
加水分解コラーゲン、セラミド、ポリクオタニウム51

BG、クエン酸、EDTA、香料

界面活性剤

コンディショニング
成分

＋香料、防腐剤、
キレート剤、増泡剤

水
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皮膚症状

ある なし

基本シャンプー
（低刺激・保湿系）乾燥 脂漏 感染

抗菌角質溶解
脱脂

保湿

皮膚症状の
改善

フケ・赤み
アレルギー

（フケ・赤み）

脂漏症
マラセチア

（フケ・べたつき）

ブドウ球菌
マラセチア

サリチル酸
イオウ

セボリアンス

セラミド
リピジュア
ヒアルロン酸
オーツ

クロルヘキシジン
ミコナゾール

ピロクトンオラミン

アトピー性皮膚炎の
場合は？

皮膚症状

ある なし

基本シャンプー
（低刺激・保湿系）

乾燥 脂漏 感染

抗菌角質溶解
脱脂

保湿

皮膚症状の
改善

フケ・赤み
アレルギー

（フケ・赤み）

脂漏症
マラセチア

（フケ・べたつき）

ブドウ球菌
マラセチア

サリチル酸
イオウ

セボリアンス

セラミド
リピジュア
ヒアルロン酸
オーツ

クロルヘキシジン
ミコナゾール

ピロクトンオラミン

保湿系シャンプー

ヒノケアfor 
プロフェッショナル エピスース

AFLOATVET
低刺激

泡シャンプー

アデルミル
デュクソ
S3カーム

健康な犬、頻回に洗う、
乾燥、アレルギー性皮膚炎、脂漏症（軽度）

オーツホイップ
クリーム

シャンプー

セラミド セラミド セラミド オートミール オーツ オフィトリウム

①刺激性の少ない洗浄剤

②症状に合わせて洗浄剤を選択

保湿成分、抗脂漏、抗菌など

犬アトピー性皮膚炎のガイドライン2015

International Committee on Allergic Diseases of Animals 
(ICADA).

保湿系のシャンプーの使用
マラセチアの増殖がある場合：抗菌シャンプーの使用

頻度： ：週に１〜２回程度を症状に応じて増減

アトピー性皮膚炎＋食物アレルギー
チワワ 6歳

痒みの管理は比較的良好であったが
被毛のべたつきや臭いが気になる

投薬：なし
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３ヶ月後

脂漏症

皮膚症状

ある なし

基本シャンプー
（低刺激・保湿系）

乾燥 脂漏 感染

抗菌角質溶解
脱脂

保湿

皮膚症状の
改善

フケ・赤み
アレルギー

（フケ・赤み）

脂漏症
マラセチア

（フケ・べたつき）

ブドウ球菌
マラセチア

サリチル酸
イオウ

セボリアンス

セラミド
リピジュア
ヒアルロン酸
オーツ

クロルヘキシジン
ミコナゾール

ピロクトンオラミン

角質溶解・脱脂

ケラトラックス

フケが多い、脂っぽい
脂漏症、マラセチア性皮膚炎

デュクソS3セボ

サリチル酸 セボリアンス

過剰な皮脂は

シャンプー剤の効果の減弱

スーパー
クレンジング

アフロートVET
クレンジングオイル

ナノベイジング
プロ

シャンプー系クレンジング オイル系クレンジング 希釈系クレンジング

シーズー・１２歳・脂漏症
オクラシチニブ０.６mg /kg SIDで治療中

クレンジング＋角質溶解シャンプー
週に１〜２回

４ヶ月後
発毛・掻痒の改善

オクラシチニの減薬も、、、



Hill's ALL Skin Barrier Seminar 2022/5/18

4

膿皮症

膿皮症

皮膚症状

ある なし

基本シャンプー
（低刺激・保湿系）乾燥 脂漏 感染

抗菌角質溶解
脱脂

保湿

皮膚症状の
改善

フケ・赤み
アレルギー

（フケ・赤み）

脂漏症
マラセチア

（フケ・べたつき）

ブドウ球菌
マラセチア

サリチル酸
イオウ

セボリアンス

セラミド
リピジュア
ヒアルロン酸
オーツ

クロルヘキシジン
ミコナゾール

ピロクトンオラミン

2％酢酸クロルヘキシジン
耐性ブドウ球菌による膿皮症の犬8頭

2日毎 2週間

→改善 5頭

部分的改善 １頭

改善せず 2頭

Murayama et, al. Vet Dermatol, 2010
ノルバサンサージカル

スクラブ

抗菌系シャンプー

マラセキュア メディダーム

膿皮症、マラセチア皮膚炎

ノルバサンサージ
スクラブ

マラセブ

２%クロルヘキシジン
２%クロルヘキシジン
２%ミコナゾール

ピロクトンオラミン

マラセチア皮膚炎
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２％クロルヘキシジン
➕ ２％ミコナゾール

マラセチアに関連した

脂漏症のバセットハウンド33頭

3日に1回の洗浄 3週間

→臨床症状の改善

Bond et, al. Small Anim Pract, 1995

薬用シャンプーの
つけおき時間はどうする？

①抗菌効果はつけおき時間が
長い方が効果はあるはず

②一方、シャンプーに触れる時間が
長いと皮膚・被毛へのダメージ↑↑

③皮膚・被毛へのダメージの懸念
犬が嫌がる場合、
飼い主が耐えれない場合は配慮が必要

皮膚症状に合わせた
シャンプー剤の選択が重要

②刺激の少ない洗浄方法

シスチン
硫黄

メチオニン

皮膚や被毛はアミノ酸の集合体
（タンパク質）

シスチン

シスチン

硫黄

水、PH、熱に影響される

硫黄

お肉も
アミノ酸の集合体
＝タンパク質

水
PH

熱
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水
どちらが洗浄に適している？？

軟水の使用

痒みのある犬 11頭

• 軟水 ｖｓ 水道水

• 1週間に1回 シャンプー ４週間

☛軟水使用群では症状の改善を認めた
• 臨床スコア

• 痒みスコア

• TEWL

水道水使用群では改善なし

皮膚のバリア機能を
回復させる可能性

Ohmori et, al. Vet Dermatol, 2010

シャンプー時のポイント

泡で洗う
きめ細かい泡は
皮膚への刺激性が少ない
洗浄能力が高い

PH
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シャンプーの構成

水、ココイルグルタミン酸Na、ラウレス硫酸Na、
加水分解コラーゲン、セラミド、ポリクオタニウム51

BG、クエン酸、EDTA、香料

界面活性剤

コンディショニング
成分

＋香料、防腐剤、
キレート剤、増泡剤

水

シャンプーのPHは？

酸性 アルカリ性中性

刺激性
が少ない抗菌

高い洗浄力
毛の膨潤

界面活性剤の種類

アミノ酸系

高級
アルコール系

石鹸系

刺激性

洗浄力

（ココイル〇〇、ラウロイル〇〇）

（ラウリン酸Na、オレイン酸Na）

（ラウリル硫酸ナトリウム）

弱

強気泡性

シャンプーのPHについて

・健康な皮膚・被毛であれば、一時的に
PHがアルカリ性に偏っても、元に戻ることができる

・皮膚バリア機能の低下がある場合、
キューテクルの開きがある場合は、
回復能力は落ちる
→皮膚・被毛の健康が損なわれていると、影響を受ける

・水は中性なので、水を含ませて
泡立てをしっかり行い使用すれば刺激性は低減

毛幹

毛乳頭

毛根

毛母細胞
（生きている細胞）

毛幹部は
死んでいる細胞

→トリートメント・保湿

被毛のダメージを抑えるために
理想的には

コンディショナー
または

トリートメント

保湿剤➕
皮膚のために被毛のために
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熱

キューティクル

の変性・損傷

毛の表面温度が６０度以上になると

温度ではなく風圧で乾かす

スキンケアの考え方

キューティクル・皮膚バリア機能
にダメージを与えないように
①シャンプー剤の選択
②洗浄方法の配慮

スキンケアの観点から見る
食事

ただし
長期的な管理においては
皮膚の栄養素を必ず検討
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健康な皮膚を
長期的に維持するのは
『皮膚の栄養素』

これらは何で構成されている？

細胞間脂質
（セラミド）

角質細胞

被毛

タンパク質

タンパク質

必須脂肪酸

ビタミンE

亜鉛
ビタミンA

皮膚・被毛の栄養素が不足すると

薄毛・被毛の質の低下

伸び続けている毛根は
全身のあらゆる細胞の中でも

最も速く新生

細胞分裂

毛母細胞

毛乳頭 毛は活発に新生するための栄養要求量は高い

毛は『代謝器官』である
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ライフステージ

・成長期・授乳期

→栄養素の消化率が低い

タンパク質不足になりやすい

・高齢

→栄養吸収が不十分になる

・換毛期

→栄養要求量が高くなる

食事内容

・低タンパク食

→タンパク質量の不足

・低脂肪食・低品質

→必須脂肪酸の欠乏

・カルシウムの過剰給与

フィチンを多く含む食事の摂取

→亜鉛の栄養素の吸収が阻害

・手作り食

→ミネラル不足など

炎症性皮膚疾患
（アレルギー性皮膚炎・脂漏症）

Case
フレンチ・ブルドッグ
6歳 去勢雄
体重７.５kg BCS：３/９

■診断
アトピー性皮膚炎
＋食物アレルギー

■投薬
オクラシチニブ0.6mg/kg SID

■食事
加水分解食

■スキンケア
保湿系シャンプー週に１回
保湿剤の塗布１日１回

痒みスコア：５／１０
フケ
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食物アレルギーの管理不良？

皮膚の栄養不足の可能性？

Before After（２ヶ月後）

Before After（２ヶ月後） Before After（２ヶ月後）

痒みスコア：２／１０
フケ↓↓

体重：9.0kg↑↑

皮膚や被毛の栄養が
補填できた可能性

食物アレルギーの管理が
できた可能性

皮膚が良化したのは、、、、、

新奇タンパク食＋ヒスタガード

皮膚の栄養に配慮
（必須脂肪酸・ミネラル）

スキンケアでうまくいかない皮膚疾患にも！

良質なたんぱく質

卵

生体内での利用効率が良く余分な老廃物となるものが少ないもの
を『良質なタンパク』と呼ぶ

低品質のアミノ酸では
タンパク質の利用率が低い

良質なタンパク質は
アミノ酸の構成比率のバランスが良い
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オメガ脂肪酸の投与

Double-blinded Crossover Study with Marine Oil Supplementation Containing High-dose 
eicosapentaenoic Acid for the Treatment of Canine Pruritic Skin Disease

9/16

犬のアレルギーに関連した掻痒性疾患に対して

掻痒・脱毛の改善

健康な皮膚・被毛を保つには
２つのアプローチ

外側からのスキンケア
（皮膚・被毛の衛生管理＋保湿）

内側からのスキンケア
（皮膚・被毛に必要な栄養素）


